
枚方淀川探鳥会2024年3月
2024年(令和6年)3月3日(日) 9:00～12:00

日本野鳥の会大阪支部

前田初雄、甲田正二、西脇淳浩、香月清宏、

松井正夫、新名泰博、平 軍二（ 090-6901-1425）Ⅰ 今月の鳥・ハイタカ

2月の探鳥会ではタカが6種（ハイタカ・オオタカ・ミサゴ・トビ・チュ
ウヒ・ノスリ）と多く出ました。中でもハイタカは12月から3か月連
続で観察されており、今月の鳥としました。
名前の由来は「疾き鷹」が語源、転じて「ハイタカ」となったとのこ
と、その言葉通り、山地の林で目の前をスーッと飛び、「ハイタカ」
or「ツミ」と悩むことがある。
英名はSparrow ｈawk 、スズメ（ほどの大きさの鳥）が主食になっ
ていることからとのことである。

Ⅰ-②ハイタカ：全国鳥類繁殖分布調査 環境省
バードリサーチ・日本野鳥の会 全国鳥類越冬分布調査（2016－2021）

1990 年代から記録メッシュ数は減少している。 1990 年代と 2010 年代にほ

ぼ同じコースを調査できた現地調査の記録は、48 地点 から 19 地点へと大

きく減少していた。ハイタカはオオタカに捕食されることがあり，オオタ カを避

けてより樹木密度の高い場所で繁殖しており（Newton 1986）、オオタ カの分

布拡大の影響で減少している可能性や、日本の樹林の成熟化で営巣適地

が減っている可能性などが考えられる。

Ⅰ-①ハイタカ：大阪府鳥類目録2016（日本野鳥の会大阪支部）

図鑑には留鳥として本州以北に分布するとなっているが、大阪府での繁殖

記録は、大阪府鳥類目録2016によると、岸和田市で2011年7月に成鳥がヒ

ナに餌を運ぶ姿が確認された１件のみである。

写真：⻄脇淳浩

Ⅰ-③ハイタカ：全国鳥類越冬分布調査
バードリサーチ・日本野鳥の会

本州以北の森林で繁殖し，越冬期にはより開けた環境にも生息する。記録

メッシュ数は 1980 年代と比べ大き く増加していた。繁殖期に減少が指摘さ

れている（植田・植村 2021）こととは異なっていた。大陸で繁殖する 個体が

日本に渡ってきていると考えられるので（伊関 2004），そうした個体が増加し

ている可能性がある。

淀川河川事務所は洪水対策として、河川敷の

樹林を全伐する計画でしたが、昨年「野鳥通り」

と称していた林にオオタカが営巣したため、営巣

地周辺を残してもらいました。

（経緯はむくどり通信1月号に掲載したが、オオ

タカは記載していません。）

２月探鳥会では残された「オオタカの森」にオオ

タカがいることが確認されました。今年はどうな

るか、今日もオオタカを確認できればいいな、と

思っています。

Ⅱ オオタカは
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Ⅲ 先月(２月４日)探鳥会報告
スタート直後に堤防上からハイタカのとまりやハンティングから戻って採食するのを観察し、淀川の水面では、先月から残っ
ていたツクシガモが1羽ゆっくりと泳いでおり、周辺にはキンクロハジロ、ホシハジロ、オオバン、カンムリカイツブリ、オカ
ヨシガモ、ヨシガモの群れが見られ、更にミサゴ、ノスリ、チュウヒ、トビの猛禽類が飛翔した。
天野川周辺は今回は水辺の鳥は乏しかったものの、オオバンの群れ、イソシギやキセキレイを観察したほか、シジュウカラ、
メジロ、エナガ、コゲラの混群が行き来し、ホオジロが姿を表した。
伐採が行われた野鳥通りは、鳥影が少ない状況ながら、一定間隔で残された樹木や小規模に残された林では、キジバトやシメ、
ヒヨドリを観察し、更によく見るとオオタカがじっとこちらを睨んでいた。オオタカは探鳥会の終盤にもドバトの群れに襲い
かかる姿が観察できた。最後に淀川対岸のワンド付近を観察すると、キンクロハジロ、ホシハジロ、オカヨシガモの群れに混
じり、アカハジロが1羽浮かんでいた。

写真：西脇淳浩

イソシギ

ミサゴ アオサギ
イソシギ

オオバン カワアイサ マガモ

ハジロ3種（アカハジロ・ホシハジロ・キンクロハジロ 観察風景

キジ(20190406）沖光二氏

Ⅳ 来月2024年４月７日探鳥会
今日と同じように 大阪支部HPからホームズ様式からお申し込みください。

枚方淀川探鳥会のメインルート「野鳥通り」を中心に樹林が伐採され

たことで、草原の鳥が良く観察できるようになると思っています。

そんな中、キジは春になると、ケーンケーンと大きな声を出すので

｢乞うご期待｣
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V 探鳥会観察チェックリスト
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